
世
界
史
研
究
推
進
委
員
会

研
究
テ
ー
マ

「イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
教
材
化
」
と
「世
界
史
へ
の
興

味
・関
心
を
育
む
教
材
及
び
指
導
法
の
研
究
～
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
対
応
を
中
心
に
～
」
経
過
報
告

大
清
水
高
校
　
　
堀

　

部
　
　
宏
　
　
人

本
年
度
も
昨
年
度
ま
で
の
二
つ
の
テ
ー
マ
を
継
続
し
ま
し
た
。
ま
ず

「イ
ス

ラ
ー
ム
世
界
の
教
材
化
」
に
つ
い
て
は
、
未
開
拓
の
分
野
や
地
域
が
あ
る
と
い

う
反
省
と
、
教
材
化
や
授
業
実
践
に
向
け
て
従
来
と
は
異
な
る
視
点
で
の
捉
え

直
し
が
出
来
な
い
か
試
行
錯
誤
し
て
い
る
意
欲
の
表
れ
と
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
も
あ
わ
せ
て
ま
と
め
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

次
に

「世
界
史

へ
の
興
味

。
関
心
を
育
む
教
材
及
び
指
導
法
の
研
究
」
に
つ

い
て
は
、
本
委
員
会
の
基
本
姿
勢
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
で
す
。
時

代

・
地
域
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
や
興
味
深
い
歴
史
素
材
や
文
献
資
料
の
紹
介

が
重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
委
員
会
に
参
加
さ
れ
る
先
生
方
の
質
疑

応
答
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
勉
強
の
刺
激
に
な
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
れ
ら
を
実
際
の
授
業
で
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
さ
ら
に
大

切
な
わ
け
で
す
。
日
常
の
授
業
実
践
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
研
究
発
表
を
行

う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
ス
タ
ン
ス
で
す
。
ち
な
み
に
、
川
口
先

生

（県
立
川
崎

。
現
教
頭
）
が
洪
武
帝
の
二
種
類
の
肖
像
画
を
題
材
に
発
表
さ

れ
た

「真
実
は

一
つ
の
は
ず
」
を
実
践
し
た
例

（古
川
寛
紀
　
上
郷
）
や
手
塚

先
生

（磯
子
）
の
秋
季
研
究
発
表

「世
界
史
学
習
と
地
図
」
を
地
理
Ａ
に
応
用

し
た
例

（澤
野
理
　
新
城
）
な
ど
が
身
近
な
実
践
報
告
と
し
て
あ
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「海
か
ら
見
た
世
界
史
」
な
ど
夏
期
講

座
の
試
み
や
大
阪
大
学
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
で
得
ら
れ
た
刺
激

（別
稿
）
を
い
か
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
か
な
ど
も
今
後
の
課
題
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
関
心

を
持
た
れ
る
先
生
方
の
飛
び
入
り
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
に
開
催
さ
れ
た
七
回
の
研
究
会
で
発
表
さ
れ
た
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
ｃ

「授
業
ど
う
し
た
ら
い
い
―
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
謙

一

（柏
陽
）

「
グ
リ
オ
が
語
る
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
～
口
承
伝
承
を
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
史

学
習
で
ど
う
扱
う
か
～
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
敏
朗

（厚
木
）

「社
会
科
入
門
と
し
て
の
自
家
製
白
地
図
プ
リ
ン
ト
」
手
塚
優
紀
子

（磯
子
）

「世
界
史
教
育
に
お
い
て

「近
世
」
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
」

「銀
を
巡
る
世
界
交
易
～
１６
世
紀
を
中
心
に
～
」
　

　

古
川
寛
紀

（上
郷
）

「
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
～
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
を
駆
け
抜
け
た
男
～
」

早
川
英
昭
（大
船
）

こ
の
ほ
か
、
「イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
」
小
林
克
史

（秦
野
南
が
丘
）
や

「年
代

別
歴
史
地
図
１６
葉
」
早
川
英
昭

（大
船
）
な
ど
授
業
プ
リ
ン
ト
や

「世
界
史
の

扉
～
私
た
ち
の
生
活
の
中
の
世
界
史
～
」
小
林
克
則

（湘
南
）
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

・
ス
ク
ト
ル
資
料
、
正
月
の
東
南
ア
ジ
ア
海
外
史
跡
踏
査
の
お
み
や
げ
な

ど
多
く
の
提
供
が
あ
り
、
参
加
者
の
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
し
た
。

本
年
度
は
次
の
学
校
な
ど
を
研
究
推
進
委
員
会
の
会
場
と
し
て
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
校
名

・
施
設
名
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
湘
南

高
校

（四
月
二
十
三
日
）
、
川
崎
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（六
月
十

一
日
）
、
県
立

川
崎
高
校

（七
月
九
日
）
、
外
短
付
属
高
校

（八
月
二
十
五
日
）
、
柏
陽
高
校

（十
月

一
日
）
、
　

新
栄
高
校

（十
二
月
三
日
）
、
湘
南
高
校

（二
月
四
日
）
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